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胞にも認められた。しかし、PS2 の免疫染色性が認められるのはアポトーシスの開始より約 5 日程度
早く、毛包におけるアポトーシスが TGF-βの直接的な作用によって起こるとの仮説を支持する結果で
はなかった。 









スを塗布した場合、未塗布群ではステージ 8 の後期退行期毛包が 75%以上、アマチャエキス塗布群で
はステージ 8 の後期退行期毛包の割合は 50%以下であり、アマチャ塗布群において退行期の進行が遅
れた毛包が多く観察された。以上の結果から、アマチャエキスに退行期への移行を抑制する効果が示
され、アマチャエキスを男性型脱毛に対する新規な育毛剤の候補として選択した。 
 以上の結果は毛髪科学に関する優れた研究成果であり、本論文は博士（農学）の学位論文に値する
と認められる。 
 
